
2023年(令和5年)6月26日 (2)
２
０
Ｘ
Ｘ
年
、
そ
う
遠
く

な
い
未
来
の
Ｈ
大
学
病
院
。

患
者
Ａ
さ
ん
は
初
診
受

付
の
後
、
ま
ず
認
定
遣
伝
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
兼
ね
る
ゲ
ノ

ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
面

談
す
る
。
生
活
環
境
や
家

族
歴
の
聴
取
が
行
わ
れ
、
網

羅
的
全
ゲ
ノ
ム
解
析
を
行
う

こ
と
に
同
意
し
た
後
、
数
匹

の
採
血
が
行
わ
れ
る
。
そ
の

血
液
は
、
次
世
代
シ
ー
ク
エ

ン
サ
ー
が
さ
ら
に
進
化
し
た

近
未
来
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
に

よ
っ
て
、
イ
ン
ト
ロ
ン
も
含

め
た
全
ゲ
ノ
ム
解
析
が
な
さ

れ
る
。
訓
分
後
に
は
解
析
が

終
了
し
、
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
初

期
解
析
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
オ
マ

テ
イ
シ
ヤ
ン
が
詳
細
な
解
釈

を
加
え
る
。
採
血
か
ら
１
時

間
後
、
Ａ
さ
ん
が
主
治
医
の

ル
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⑪将来の遺伝医療と遺伝教育

赫
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蕊
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潔
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議
議
蕊
鷆
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鰯
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北
大
病
院
臨
床
這
伝
子
診
療
部
顧
問
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愚
湧
麺
秘
易
鰯

矢
部

一
郎

…
”
》

蕊

難
遣
伝
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を

一
患
名
一
覧
と
そ
の
臨
床
的
特
さ
れ
る
ｌ
と
い
う
時
代
に
な

に

蕊
窺
謹
蕊
塞
霧
蕊
蕊
蕊
蕊

性
が
高
い
薬
剤
リ
ス
ト
な
ど
遣
伝
医
療
を
行
う
こ
と
が
現

躍ゞ
ゞ，盗代蚤‐ダエンヅ畳わ幟です。この患う灘轤として掃さ淑議塁庭“北大病驚康逼學

《碑〕画昼漫�
の
情
報
が
電
子
カ
ル
テ
上
に
実
に
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
り

麺
ｔ
ｌ
ｌ

す
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ｌ

ます。
伝

（図）。
２
０
０
０
年
代
に
登
場
し

私
の
誇
大
妄
想
が
入
っ
て
た
次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
－
て
き
た
臨
床
症
状
か
ら
疑
わ
と
が
可
能
と
な
り
、
こ
の
技
－
は
、
遺
伝
医
療
を
遺
伝
性
医
療
の
進
歩
は
、
遺
伝
領
域
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
診
療
部
が
、
山
田
教
授
を
中

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
に
よ
り
、
膨
大
な
塩
基
配
列
れ
る
疾
患
を
絞
り
込
み
、
候
術
を
利
用
し
た
新
し
い
遣
伝
疾
患
の
診
療
の
み
な
ら
ず
、
の
究
極
の
目
標
で
あ
る
個
性
ら
を
教
育
す
る
体
制
は
ま
だ
心
に
、
わ
が
国
の
遺
伝
教
育

ら
に
妄
想
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
の
解
読
が
劇
的
に
速
く
、
か
補
と
な
る
原
因
遺
伝
子
を
順
医
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。
前
個
々
の
遣
伝
情
報
に
合
わ
せ
お
よ
び
多
様
性
を
受
け
入
れ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
や
遺
伝
医
療
を
け
ん
引
す
る

と
、
両
親
の
同
意
下
で
出
生
つ
低
コ
ス
ト
で
実
施
で
き
る
に
解
析
す
る
の
で
は
な
く
、
回
ま
で
に
紹
介
し
た
が
ん
ゲ
個
別
化
医
療
を
提
供
す
る
診
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
の
領
域
の
教
育
体
制
を
整
備
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
く

時
に
全
ゲ
ノ
ム
解
析
が
行
わ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
一
度
の
解
析
で
大
量
の
遺
伝
ノ
ム
医
療
や
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｄ
が
そ
療
へ
の
転
換
、
す
な
わ
ち
〃
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
と
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
情
報
を
同
時
に
読
み
取
る
こ
の
代
表
例
に
な
り
ま
す
。
加
ゲ
ノ
ム
フ
ァ
ー
ス
ト
″
時
代

〃
ゲ
ノ
ム
フ
ァ
ー
ス
ト
″
い
え
ま
す
。
冒
頭
の
遣
伝
医

（
お
わ
り
）
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道
は
、
�
一
般
会
計
２
７
７

６
億
円
に
上
る
２
０
２
３
年

度
補
正
予
算
案
を
発
表
し

た
。
当
初
と
合
わ
せ
た
総

額
は
前
年
度
当
初
比
２
．
３

％
減
の
３
兆
１
５
１
７
億

円
で
、
う
ち
保
健
福
祉
費

は
岨
・
１
％
減
の
５
５
６
９

億
６
３
０
０
万
円
（
補
正
予

算
１
０
２
２
億
４
９
０
０
万

円
）
。
小
児
期
医
療
か
ら
成

人
期
医
療
へ
円
滑
に
移
行

移
行
期
医
療
支
援
セ
ン
タ
Ⅱ
設
置
へ
震３
予

�
小
児
患
者
の
戻
り
搬
送
体
制
も
充
実
卸
紐

２
期
目
の
決
意
を
語
っ
た
松
家
治
道
会
長

一
療
行
為
や
感
染
対
策
が
適
切
一
一
般
質
問
は
５
人
。
橋
本
一
ほ
か
、
定
期
接
種
化
に
向
け

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

で
き
る
よ
う
「
移
行
期
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
置
、
�
障

が
い
者
ピ
ア
サ
ボ
ー
タ
ー
養

成
、
不
妊
治
療
費
の
助
成
充

実
の
ほ
か
、
小
児
患
者
バ
ッ

ク
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
固
定
翼

機
運
航
事
業
、
感
染
症
へ
の

柔
軟
で
機
動
的
な
体
制
構
築

も
強
化
す
る
。

一
畳
度
・
専
門
医
療
機
関
で

治
療
を
受
け
、
医
学
管
理
の

継
続
が
必
要
な
小
児
患
者
を

対
象
に
、
地
域
の
医
療
機
関

へ
固
定
翼
機
に
よ
る
戻
り
搬

送
を
実
施
す
る
「
小
児
患
者

バ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
固

定
翼
機
運
送
事
華
圭
に
３
４

３
０
万
円
、
不
妊
治
療
（
先

進
医
療
）
に
要
す
る
費
用
や

交
通
費
一
部
助
成
に
６
１
８

０
万
円
、
小
児
慢
性
特
定
疾

病
患
者
等
が
小
児
期
医
療
か

ら
成
人
医
療
へ
円
滑
移
行
で

き
る
よ
う
セ
ン
タ
ー
設
置
に

３
４
０
万
円
を
計
上
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
５
類
移
行
を
踏
ま

え
、
新
た
に
外
来
対
応
を
行

う
医
療
機
関
へ
の
設
備
整
備

や
治
療
薬
の
公
費
支
援
の

実
施
に
鋸
億
８
９
０
０
万
円

（
当
初
予
算
計
１
５
８
億
３

０
０
万
円
）
、
新
た
な
感
染

症
体
制
構
築
へ
、
市
町
村
や

関
係
機
関
等
と
さ
ら
な
る
対

策
連
携
を
図
る
た
め
に
３
７

０
万
円
。

そ
の
ほ
か
、
健
康
増
進

計
画
「
す
こ
や
か
北
海
道
幻
」

に
基
づ
く
知
識
普
及
や
技
術

的
援
助
に
４
１
０
万
円
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

保健福祉費 主な施策（当初予算計）

【地域に必要な医師等養成･確保の仕組みづくり】

1・医師養成確保修学資金等貸付事業費 3億7‘

・地域医師連携支援ｾﾝﾀｰ事業費 91

・緊急臨時的医師派遣事業賀 ’1億51

・医師就労支援事業費補助金 72

【地域に必要な医療確保医療機能連携への体制づくり】

･在宅医療提供体制強化事業費補助金 112億2（

』"零
・ﾄｸﾀｰヘリ整備事業費

・患者柵咲間志翼機運航事業費

・小児患者ﾊｯｸﾄﾗﾝｽﾌｧｰ固定翼機運航事業

【高齢者が地域でいきいきと健康で暮らす】

｜‘駕
・介護サービス提供基盤等整備事業費

｡､介護ﾛﾎｯﾄ導入支援事業費

【障がい者のある人の自立した地定期生活を支える】

・医療的ケア児等支援ｾﾝﾀｰ運営事業費 12

・障害者就業･生活支援センター事業費 7‘

.障がい者就労支援推進事業費

，障がい者ﾋｱｻﾎｰﾀｰ養成事業費
【ともに支え合う地域づくり】

・社会福祉施設整備事業費 34億51

・ケアラー支援体制構築事業費 2：

・地域福祉生活支援センター運営事業費補助金 6：

【保健医療福祉を担う人づくり】

・ﾅｰｽｾﾝﾀｰ運営事業費 41

・看護職員等研修事業費 1億31

・福祉人材ｾﾝﾀｰ運営事業費 �81

、介護従事者確保総合推進事業費 4億21

3億7460万円

9720万円

1億5570万円

7240万円

医師養成確保修学資金等貸付事業費

地域医師連携支援ｾﾝﾀｰ事業費

緊急臨時的医師派遣事業賀

医師就労支援事業費補助金

在宅医療提供体制強化事業費補助金

ﾄｸﾀｰヘリ整備事業費

患者搬咲因壼翼機運航事業費

小児患者ﾊｯｸﾄﾗﾝｽﾌｧｰ固定翼機運航事業

2E2090万円

12億4500万円

2億610万円

3430万円 を
巡
る
脱
衣
問
題
に
対
し
、

着
衣
で
検
査
で
き
る
機
器
の

導
入
を
含
む
全
国
統
一
方
針

を
求
め
た
。
善
采
啓
伸
常
任

理
事
は
「
機
器
を
用
い
て
全

国
均
質
な
検
査
が
受
け
ら
れ

る
体
制
の
早
期
整
備
が
必
要

で
あ
り
、
文
部
科
学
省
に
働

き
か
け
て
い
く
」
と
応
じ
た
。

41億8040万円

15億830万円

介護サービス提供基盤等整備事業費

介護ﾛﾎｯﾄ導入支援事業費

医療的ケア児等支援ｾﾝﾀｰ運営事業費

障害者就業･生活支援センター事業費

障がい者就労支援推進事業費

障がい者ﾋｱｻﾎｰﾀｰ養成事業費

1200万円

7450万円

920万円

380万円

社会福祉施設整備事業費

ケアラー支援体制構築事業貴

地域福祉生活支援センター運営事業費補助金

34億5750万円

2130万円

6260万円

る
よ
う
、
必
要
な
対
応
を
行

う
」
と
明
記
し
た
。

ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
効
果
的
・
効
率
的
な
支
出
）

を
徹
底
し
、
保
険
料
負
担
の

上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
全
世
代

型
社
会
保
障
の
実
現
に
向
け

て
、
改
革
工
程
の
具
体
化
を

4630万円

1億3730万円

，8940万円

4億2930万円

ﾅｰｽｾﾝﾀｰ運営事業費

看護職員等研修事業費

福祉人材ｾﾝﾀｰ運営事業費

介護従事者確保総合推進事業費

【感染症に強い社会の構築】

感染症病床確保促進事業費

感染症医療提供体制整備事業費

感染症対策危機管理体制蟇礁轄備事業費

709億8530万円

65億9170万円

370万円

医
大
１
９
９
９
年
卒
。

副
会
長
は
荻
野
武
裕
氏

（
荻
野
病
院
理
事
長
）
を
再

任
、
銭
丸
達
也
氏
（
銭
丸
眼

科
院
長
）
と
高
橋
文
彦
氏
（
留

萌
市
立
病
院
院
長
）
が
新
任
。

任
期
は
２
年
間
。

←

◆
�

羊
蹄
医
師
会
は
役
員
改
選

を
行
い
、
新
会
長
に
河
合
貴

之
理
事
（
ニ
セ
コ
医
院
理
事

長
）
を
選
出
し
た
。
杏
林
大

１
９
９
１
年
卒
。

猪
口
会
長
が
４
選

一

全
日
病

全
日
病
は
定
時
総
会
を
開

き
、
役
曼
改
選
で
、
猪
口
雄

二
会
長
（
寿
康
会
病
院
理
事

長
）
が
再
選
し
た
。
４
期
目
。

副
会
長
は
、
織
田
正
道
氏
（
織

田
病
院
）
、
美
原
盤
氏
（
美
原

記
念
病
院
）
→
神
野
正
博
氏

一一

歎
馴
利
口
件
〆
ヨ
口
刻
Ｊ
面
２
０
君
止
■
河
で
謀

旭
川
市
医
師
会

旭
川
市
医
師
会
は
役
員

《
改
選
を
行
い
、
滝
山
義
之
会

長
（
滝
山
内
科
医
院
理
事
長
）

を
再
選
し
た
。
２
期
目
。

・
３
人
の
副
会
長
は
、
上
村

利
彦
氏
（
上
村
産
科
婦
人
科

医
院
理
事
長
）
が
再
任
、
新

任
は
中
條
拓
氏
（
相
川
記
念

病
院
理
事
長
）
と
赤
羽
弘

充
氏
（
旭
川
厚
生
病
院
副
院

�
長
）
。
任
期
は
２
年
間
。

（
恵
寿
総
合
病
院
）
、
安
藤
高

夫
氏
（
永
生
病
院
）
、
中
村
康

彦
氏
（
上
尾
中
央
総
合
病
院
）

が
再
任
し
た
。

加
納
会
長
が
５
選

医
法
協

医
法
協
は
、
任
期
満
了
で

筐
自
鼓
選
を
行
い
、
加
納
繁

照
会
長
（
社
会
医
療
法
人
協

洋
氏
（
名
古
屋
記
念
病
院
）
、

小
森
直
之
氏
（
な
ぎ
辻
病

院
）
、
馬
場
武
彦
氏
（
馬
場
記

念
病
院
）
が
再
任
と
な
っ
た
。

山
崎
会
長
８
選

日
精
協

を
開
き
、
役
員
改
選
で
、
山

崎
學
会
長
（
サ
ン
ピ
エ
ー
ル

病
院
理
事
長
）
が
再
選
し
た
。

８
期
目
に
な
る
。

副
会
長
は
、
森
隆
夫
氏
（
あ

息
恒
鰯
は
室
時
廷
阜
総
会

購
読
料
改
岸

北
海
道
医
療
新
聞
は
、
」

１
部
２
万
４
２
０
０
円
〈

負
担
）
と
さ
せ
て
い
た
か

新
規
購
読
料
は
、
７
日

に
新
規
購
読
の
方
と
さ
ぜ

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申


